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（
船
員
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条

附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
船
員
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
第
二
号
旧

船
員
法
」
と
い
う
。）第
百
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
海
上
労
働
証
書
及
び
第
二
号
旧
船
員
法
第
百

条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
臨
時
海
上
労
働
証
書
で
当
該
改
正
規
定
の
施
行
の
際
現
に
効
力
を
有
す

る
も
の
は
、
そ
の
有
効
期
間
中
に
限
り
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
改
正
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
船
員
法
（
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
第
二
号
新
船
員
法
」
と
い
う
。）第
百
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
海
上
労
働
証
書
及
び
第
二

号
新
船
員
法
第
百
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
臨
時
海
上
労
働
証
書
と
み
な
す
。

第
五
条

附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
船
員
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
第
四
号
新

船
員
法
」
と
い
う
。）第
百
条
の
三
第
三
項
の
規
定
は
、
当
該
改
正
規
定
の
施
行
の
日
以
後
に
第
四
号
新
船
員
法
第
百

条
の
二
第
一
項
後
段
の
検
査
を
受
け
た
同
項
に
規
定
す
る
特
定
船
舶
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
六
条

附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
（
罰
則

に
関
す
る
経
過
措
置
を
含
む
。）は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
外
国
船
舶
製
造
事
業
者
に
よ
る
船
舶
の
不
当
廉
価
建
造
契
約
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
七
条

外
国
船
舶
製
造
事
業
者
に
よ
る
船
舶
の
不
当
廉
価
建
造
契
約
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
七

十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
た
だ
し
書
中
「
と
き
」
の
下
に
「
及
び
海
上
運
送
法
第
三
十
九
条
の
十
一
第
四
項
の
認
定
（
同
条
第
五

項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認
定
を
含
む
。）の
申
請
を
し
た
と
き
（
当
該
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
同
法
第
三
十

九
条
の
十
二
の
規
定
に
よ
り
臨
時
船
舶
建
造
調
整
法
第
二
条
の
許
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
場

合
に
限
る
。）」
を
加
え
る
。

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

国
際
開
発
協
会
へ
の
加
盟
に
伴
う
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
二
十
二
号

国
際
開
発
協
会
へ
の
加
盟
に
伴
う
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

国
際
開
発
協
会
へ
の
加
盟
に
伴
う
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。
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前
各
項
の
規
定
に
よ
り
出
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
金
額
の
ほ
か
、
政
府
は
、
協
会
に
対
し
、
三
千
四
百
五
十
九
億

三
千
二
百
八
万
円
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
出
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

財
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

山
本

早
苗

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
百
三
十
八
号

海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
六
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
八
年
政
令
第
二
百
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
に
第
一
号
と
し
て
次

の
一
号
を
加
え
る
。

一

く
ろ
ま
ぐ
ろ

附
則
第
二
条
中
「
第
一
条
第
三
号
か
ら
第
七
号
ま
で
」
を
「
第
一
条
第
四
号
か
ら
第
八
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

農
林
水
産
大
臣

山
本

有
二

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

民
間
公
益
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
休
眠
預
金
等
に
係
る
資
金
の
活
用
に
関
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め

る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
百
三
十
九
号

民
間
公
益
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
休
眠
預
金
等
に
係
る
資
金
の
活
用
に
関
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
期
日
を

定
め
る
政
令

内
閣
は
、
民
間
公
益
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
休
眠
預
金
等
に
係
る
資
金
の
活
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年

法
律
第
百
一
号
）
附
則
第
一
条
（
第
一
号
及
び
第
二
号
を
除
く
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

民
間
公
益
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
休
眠
預
金
等
に
係
る
資
金
の
活
用
に
関
す
る
法
律
（
第
五
十
一
条
及
び
第
五
十

二
条
第
一
項
の
規
定
を
除
く
。）の
施
行
期
日
は
平
成
三
十
年
一
月
一
日
と
し
、
同
法
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規

定
の
施
行
期
日
は
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
四
日
と
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

財
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

山
本

早
苗

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

農
林
水
産
大
臣

山
本

有
二

経
済
産
業
大
臣

世
耕

弘
成


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